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日
中
戦
争
に
よ
る
傷
演
者
は
、
軍
人
傷
瘻
記
章
令
に
よ
っ
て
傷

瘻
軍
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
当
時
、
傷
痩
軍
人
対
策
は
軍

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
職
業
を
有
し
、

持
て
る
能
力
を
存
分
に
活
用
し
て
、
更
生
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
た
。

陸
軍
の
医
療
体
制
は
、
戦
地
で
の
第
一
線
救
護
か
ら
後
方
医
療

機
関
を
通
し
て
、
綜
合
し
た
医
療
を
実
施
す
る
た
め
の
体
系
を
確

立
し
、
戦
線
よ
り
内
地
最
終
病
院
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
方
針

の
も
と
に
各
機
関
が
連
携
し
て
あ
た
っ
た
。

戦
傷
者
に
は
、
創
傷
治
癒
と
義
肢
の
装
着
等
身
体
的
な
創
痩
の

治
療
の
終
始
だ
け
で
は
な
く
、
回
復
期
患
者
に
も
迅
速
な
回
復
と

体
力
増
強
を
行
い
、
退
院
後
の
社
会
的
・
経
済
的
援
護
の
適
正
を

計
る
よ
う
な
準
備
と
精
神
的
創
瘻
ま
で
を
医
療
の
範
囲
と
し
た
。

病
院
船
に
よ
っ
て
内
地
に
送
還
さ
れ
た
患
者
は
第
一
収
容
病
院

58

日
中
戦
争
時
に
お
け
る
陸
軍
の
医
療
体
制

坪

井
良
子

に
収
容
さ
れ
、
軽
症
、
重
症
、
特
種
治
療
及
び
義
肢
を
要
す
る
者

等
に
区
分
さ
れ
他
の
病
院
に
転
送
さ
れ
た
。
軽
症
者
は
所
属
部
隊

所
在
地
の
三
等
病
院
に
、
重
症
者
は
二
等
病
院
に
、
特
種
治
療
及

び
義
肢
を
要
す
る
者
は
一
等
病
院
で
あ
る
臨
時
東
京
第
一
陸
軍
病

院
ま
た
は
陸
軍
軍
医
学
校
に
転
送
さ
れ
た
。
臨
時
陸
軍
病
院
は
、

こ
の
時
期
に
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
、
大
臣
直
轄
で
各
陸
軍
病
院
は

師
団
長
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
臨
時
陸
軍
病
院
は
、

全
国
を
数
地
区
に
分
け
て
、
各
陸
軍
病
院
内
に
入
院
中
の
患
者
を

収
容
し
て
、
そ
の
任
務
に
基
づ
い
て
機
能
検
査
、
体
力
の
回
復
増

強
、
後
療
法
、
精
神
的
創
瘻
の
治
療
、
職
業
準
備
教
育
、
除
役
及

び
恩
給
診
断
等
を
実
施
し
た
。

臨
時
陸
軍
病
院
で
の
医
療
は
、
第
一
に
精
神
的
創
瘻
の
治
療
に

あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
運
動
訓
練
を
行
い
、
創
瘻
に
打
ち
克

っ
て
更
生
の
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
、
精
神
教
育
、
修
養
講
和
、
情

操
豊
か
な
趣
味
教
育
を
行
っ
た
り
、
慰
安
娯
楽
な
ど
を
与
え
、
自

力
更
生
、
残
存
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
酒
養
振
起
し

て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

第
二
に
職
業
準
備
教
育
で
あ
っ
た
。
傷
病
に
よ
り
兵
業
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
者
に
対
し
て
は
残
存
機
能
と
退
院
後
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第
四
は
体
力
増
強
並
び
に
後
療
法
で
あ
る
。
体
力
増
強
並
び
に

後
療
法
は
、
傷
病
の
程
度
、
種
類
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
た
。
傷
瘻

に
よ
る
身
体
の
故
障
に
対
し
て
は
後
療
法
と
し
て
医
療
運
動
、
温

泉
療
法
、
光
線
電
気
療
法
、
蒸
気
浴
、
水
浴
等
各
種
の
療
法
を
加

の
職
業
、
生
活
を
考
慮
し
て
、
基
礎
的
職
業
準
備
教
育
を
行
っ
た
。

職
業
準
備
教
育
の
開
始
前
に
は
、
残
存
能
力
の
機
能
検
査
を
行
い
、

傷
病
の
程
度
や
種
類
を
詳
細
に
調
査
し
て
医
学
的
判
断
に
基
い
て

患
者
の
原
職
、
家
庭
や
郷
里
の
状
況
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し

て
、
適
職
を
見
出
し
、
退
院
後
の
生
活
を
考
慮
し
て
実
施
し
た
。

職
業
準
備
教
育
訓
練
の
成
績
は
極
め
て
良
好
で
、
調
査
結
果
で

は
、
退
院
後
原
職
に
復
帰
し
た
も
の
が
五
十
％
、
新
職
に
就
い
た

も
の
四
十
％
で
九
十
％
の
者
が
職
業
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
た
。

第
三
は
産
業
的
手
術
で
あ
り
、
医
学
的
な
処
置
が
終
わ
っ
た
も

の
で
も
退
院
後
職
業
ま
た
は
生
活
上
に
不
十
分
な
こ
と
が
生
じ
た

場
合
、
職
業
や
生
活
に
便
利
な
よ
う
に
産
業
的
整
形
手
術
や
復
活

第
五
は
、
義
肢
等
の
人
工
補
装
装
置
の
製
作
で
あ
る
。
陸
軍
で

は
特
殊
の
訓
練
用
、
作
業
用
、
運
動
用
、
職
業
用
等
各
種
の
義
肢

手
術
を
実
施
し
た
。

え
て
機
能
障
害
の
軽
減
に
努
め
た
。

を
考
案
し
て
日
常
生
活
や
職
業
に
不
自
由
の
な
い
も
の
を
製
作
・

支
給
し
、
歩
行
、
駆
け
足
、
自
転
車
乗
り
、
ス
キ
ー
、
登
山
、
剣

術
、
相
撲
な
ど
の
運
動
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
好
成
績
を

あ
げ
た
。
そ
の
成
果
は
戦
傷
者
の
治
療
率
の
上
昇
と
し
て
現
れ
、

日
中
戦
争
時
に
お
い
て
は
八
二
％
に
達
し
、
日
露
戦
争
時
の
倍
以

上
の
効
率
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。
死
亡
率
は
日

露
戦
争
時
の
四
分
の
一
以
下
に
減
少
し
て
い
る
な
ど
優
秀
な
成
績

を
修
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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）


